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ササキ商品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
はじめに

。この取扱説明書は、続臓送機「グレツキャリージャスト」の取扱方法と能用上の注意事項について記載しであり

ます。ご使用前には必ずこの取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いいただき 最 良の状態でお

使いください。

。米麦類の籾を運搬する作業機です。その他の目的で使用しないで下さい。

@お読みになった後も必ず製品に近接レて保管してください。

@本製品を貸与文は譲渡される場舎は、この取扱説明書を必ず添付してd)渡しください。

。この取扱説明書を紛失又は損傷された場合は、速やかに当社の特約店、販売店にご注文ください。

。なお、品質、性能向上あるいは安全上、使毘部品の変更を行うことがあります。その際に培、本書の内容及びイ

ラストなどの一部が、本製品と一致しない場合がありますのでご了承くださいロ

G ご不明なことやお気づきの点がございましたら、お質上げいただきました販売 j吉にご相談ください。

この警・告文に従わなかった場合、死t または重傷を負うことになるものを示します。

この警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるものを示します。

この警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるものを示します Q

阻安全に作業するために

&注意 組立は、本蓄を参考 iこれく組み付けてください。同町、アタマツキピツ等必ず使用してください。|
(守らないと) 柱、ホッパ一等がはずれて事故を起こす恐れがあります。

&注意 カバー類叫ず取り付けてください。点検、整備などで取けしたカバー類は必ずもとの位置に取付

けてください。

(守らないと) 機織に巻き込まれて、傷害事故を起こす恐れがあります。

&注意 トラック等に載せて移動、作業するときは強度のあるロープでトラ、y ク等に確実に自定してください a

(守らないと) 本機が荷台で動きバランスを崩して転倒事故を起こす恐れがあります。

……必込警告…一 管機部品、慢穂コ- ~.を 必ず員検 じ電機つードが{患の部 品に持触 していないか 九 被簿の は がれや接続 | 

部の緩みがないか毎 g 点検してください。

(守らないと) 感電事故、火災事故を起こす恐れがあります。

A注意 点検、錦、修理又抵清掃をするときは、必ず電源プラグを抜いてかられてください。

(守らないと) 機械に巻き込まれたり、感電事故を起こす恐れがあります。

A注意 タンクへの積み込み、積み下ろしは平坦で路肩のしっかりした場所て'行ってください。

(守らないと) 転倒、転湾事故を起こすおそれがあります。

A警告 穏載重量ほ、使用車両の最大積載重量を越えないよう厳守してください。

(守らないと) 道路交通法違反になります。事故を起こす恐れがあります。

企警告 道路走行中は、急な発進、停止、旋回やスピードの出しすぎは絶対行わないでくださいロ道路交通法

を厳守レ安全運転をして下さい g

(守らないと) 転倒、転落事故や、機臓の破損を起こす恐れがあります。

A警告 籾排出中は、タンク底関辺やパネコンホース排出口には絶対円入れないてf くださいJセンサーの

協きでモータが一時停止している場合があります。

(守らないと) 機僚に巻き込まれて。重傷を負う恐れがあります。

&注意 運転中はその場から離れないでください。
(守らないと) 緊急時の対応等が遅れ、事故や機械の破損を引き起こす恐れがありま寸。

思使用上の注意
( 1) 運転開始前に、モータの回転方向を確認してください。

冨記 モ叩タの軸側から見て左回転に会おせて下さい。

(2) パネコンホースほ必要以上に空運転させないでください。空運転が続きますとホースが早期に鷹耗し破ける

恐れがあります。手動排出の場合等注意してください。

(3) モータやスイ v チボックスにな水や雨がかからないようにしてくだきい。

(4) 残童センサーは、シャツターの開度が少ないと機かない場合がありますロ告動運転の場合シャツターは全開 i
側で使用して下さい。

(5) 電源は必ず専用コツセントからとってください。タコ足配線はしないでください。

製造元島闘部 拶訪中〉拠井回答織。



取扱説明書 ZたZる
(6) サーマ jレが働いてモータが止まった時は、-.ê_スイ v チを停止に戻し、原臨を取り験いた後2 -v 3 分後に

再起動させて下さい。

押す均
スイッチを停止位置に戻すロ

キャッブを外して中のサーマル

リレーのボタンを押して復帰させる。

国使用方法

(1 )籾をホッパーに入れる前に、シャッターが閉まっていることを箆認してください。
(2) パネコンを本体に差レ込みます。パネコンのフックが確実にかかったことを確認してください。

(3) パネコツホースをホ田ススタンドで支え、吐き出し口を乾操機ホッパにセットしますロ

(4) 電源プラグを差し込んで、スイッチを自動排出にします。この時点てモータはまだ回転しません。

(5) シャ、y ターを開くとモータが回転し籾が排出されま寸。

(6) ホッパーの籾が少なくなると、籾セツサーが儲きモータが停止します。スイッチを手動排出に切り替えて

残りの籾を排出して下さい。

(ア)排出が終わりましたら、スイ γ チを停止位置に良し、シャッターを開めシャッターのロヴクピンで臨定し

ますロ

(8) 電源プラグを抜いてください。

(9) パネコツのフヴクを解除レ、パネコツを本体より抜いてください。

認組立方法
(1) 本体の四隅にカクパイプを差し込みます。

(2) *"，ト上端に長いカクパイプをそれぞれ過します

(3) ホ、yパー下捕に短いカクパイプをそれぞれ過します

一一一一LJ~)_般企配勉ンキt 1) ージャス， ~J 々の文字52盟主7 \, 'J (/)笠~1D1) (こなるように本体四隅の縦パイプ iこ (3) て過した
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カクパイプを載せますa

(5) それぞれのカクパイプをパイプロ vクピツて簡定します。

(6) ホヴパーの下端の金異を本体に差し込み、ピッ (1、タンク)て民定しますa

(ア)ホッハ。司の外側にある日目ブを図のようにフレームにかけてください。

(8) フレームにかけたロープをロッド(サポート)を侵いリンク 1 、 1) ';J ク 21こロープをを引っかけてください。

E 主要詰元

圏 3 栢200V用回路図

裂式
GZ106 -830S 
GZ106 -840S 
GZ106 -850S 

製造元島岡部
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圃組立方法

Z程Zろ @J�V@@ 

ハ'イフロロックヒ哲ツ

ZL:;;:: 
※それぞれのパイプは
ホγパ-4面に過すe

盟ロープの誤整方法

-ローブが議い場舎はホッパーと
反対方向に引っ張りフレームの
フックに引っかける韓の部分を
大きくします。
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小さくする

4本の支柱を立エゑ

※ガススプリツグは関のよ うに
フレームの短いパイプに対して
内側を向く ように立てる。

f ク . レンキャリージャス ト J の
文字がこの苗
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ロープA. Bをリツク 1.2'こ引っかける。

製造元農闘部 ザ彦事ヨ可咽快調ジ i 



|反転キャスター組み付け要領書 (GZ106用)

1 \豆長キ?スター主体を左右それぞれパイプロフクピンで冨定して下さい，

2、クしンキャリ一本体を &tiêぜるとき包ステー(ストフ JO を外して反長さむ、反藍盛ステー(ストフパ)を差し
込んで自定しま 911

A注意
本体を豆長さぜるとâL1もグレンキ宇リ一本体の本フパ一部分を外して下さい-

A注意
ステー(ストヲバ.)を強さ差し守るとき位、クLンキ V 1)-本体を支え包ガら行コて下さい，

ステー(ストフ Jt) ガ外れま習と本体弘童心のある方向へ留経しま守，居留を謹認し安全に作業してください.
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ステー(ストッパ)

i 時制キャスター高さを調整する 7こがX7 ドルヵ了寸
! 反対に組付けられていますので、使用 日訂正 下図のよ うに;
; 組替えを行って下さい。 I

附態 附 1---

\リンチピン
持X45

キャスタ一 本体右
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